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 明けましておめでとうございます。みなさまお変わりなく、新しい年

を迎えられたことと思います。きびしい寒さが日本列島をおおっていま

す。みなさまの故郷は大雪でしょ

うか。ことし最初の『専念寺通信』

をお届けします。 

 

☆法然上人法然上人法然上人法然上人のことばのことばのことばのことば    

もしもしもしもし衆生衆生衆生衆生ありてありてありてありて、、、、かのくにかのくにかのくにかのくににうにうにうにう

まれんとまれんとまれんとまれんと願願願願ずるものはずるものはずるものはずるものは、、、、三種三種三種三種のののの心心心心

をををを起起起起してすなわちしてすなわちしてすなわちしてすなわち往生往生往生往生すべしすべしすべしすべし。。。。    

一一一一にはにはにはには至誠心至誠心至誠心至誠心、、、、二二二二にはにはにはには深心深心深心深心、、、、三三三三にににに

はははは廻向発願心也廻向発願心也廻向発願心也廻向発願心也。。。。三心三心三心三心をををを具具具具するもするもするもするも

のはのはのはのは、、、、かならずかのかならずかのかならずかのかならずかのくにくにくにくににににに生生生生まるまるまるまる

といえりといえりといえりといえり。。。。    

    

『『『『浄土宗略抄浄土宗略抄浄土宗略抄浄土宗略抄』』』』    

   

『浄土宗略抄』のなかの、法然上人の言葉をご紹介いたします。「かの

くににうまれんと願ずるもの」は、いくつかのこころがまえを持たねば

ならないと説いています。まず、至誠心は「しじょうしん」、深心は「じ

んしん」、廻向発願心は「えこうほつがんしん」とそれぞれ読みます。身

をもって阿弥陀仏を礼拝し、口で阿弥陀仏をとなえ、心でひたすら阿弥

陀仏や浄土に思いをこらし、忘れないことを「「「「至誠心至誠心至誠心至誠心」」」」と呼びます。ま

た、「「「「深心深心深心深心」」」」は、文字通り、深く信ずる心をいいます。みずからが煩悩

に満ちた存在であり、すぐれた報いをうけるような善もあまり積んでい

ない、物と欲と心の三つの世界（三界）を迷っている人間であることを

自覚し、このような身でありながらも、たとえ、一声でも十声でもよい、

名号をとなえれば仏は必ず救ってくださるとの、少しの疑いもない心を

持つことをさします。「「「「廻向発願心廻向発願心廻向発願心廻向発願心」」」」とは、自分がなしてきたすべての

善をふり向けて、浄土に往生したいと願う心をいいます。 

難しい仏典を読まずとも、寝食を忘れて修行せずとも、迷いながらも自

分のしごとをこつこつと行ない、ただただ、心から信じ、念ずればよい、

と、そのような大意が読み取れます。 

 この言葉をよむと、学問をおさめる機会のない人たち、そして煩悩を

ふりはらうことのできない人たち、すべての弱い立場の人を救おうとす

る法然上人の思いが伝わって来ます。上人自身が幼い頃からたいへんな

読書家で、また智慧に優れた人であったこと、長くきびしい修行を生涯

にわたって実践した人だったことを考えるとき、この短い言葉は、私た

ちの心に静かにやさしくしみわたる気がします。謙虚でありながら、何

かを深く信ずる心を必ず持ち続ける、と置きかえれば、どのような民族

にも、どのような時代でも、国でも通じる教えであるといえます。 

 

☆ 銀杏銀杏銀杏銀杏とととと兎兎兎兎 昨年の秋は２本のいちょうがたくさんの銀杏を落として

くれました。銀杏３個入りのお守りを１５０袋作りました。そして干支

の兎を「難民を考える会」から５０個いただきましたが、これは１２月

３０日ですべて皆さまのお手元に行ってしまいました。新年にお守りと

一緒に兎をお渡し

するつもりが数が

たりず、７日に追

加が届きます。ど

うぞお参りの折り

に干支の兎をお持

ち下さい。 

今年が皆さまにと

って良い年になり 

ますように。 

 

平成２３年1月1日   

大黒 


